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前田建設の目指す姿



前田建設が目指す姿

創業は1919年



前田建設が目指す姿

インフロニアHD 岐部社長
（土木技術者です）

総合インフラサービス企業







前田建設の技術



削孔（発破掘削） 装薬（発破掘削） 機械掘削

タイヤショベル・ダンプトラック
ズリ運搬（タイヤ方式）

掘削（削孔・装薬・発破）

一次吹付コンクリート

二次吹付コンクリート

ロックボルト工

インバート工・防水工・覆工

トンネル掘削作業

ズリ運搬
（タイヤ・ベルトコンベア・

レール式）

タイヤショベル・ベルトコンベア
ズリ運搬（ベルトコンベア方式）

地山条件（岩盤,土砂）により、掘削方式（発破・機械）を選定

１．トンネル工事

鋼製支保工建て込み

ドリルジャンボ ドリルジャンボ ロードヘッダー



一次吹付（掘削面防護）

エレクタ付き吹付機

鋼製支保工建込

二次吹付 ロックボルト

ドリルジャンボ

掘削（削孔・装薬・発破）

一次吹付コンクリート

二次吹付コンクリート

ロックボルト工

インバート工・防水工・覆工

トンネル掘削作業

ズリ運搬
（タイヤ式・ベルトコンベア式・

レール式）

１．トンネル工事

鋼製支保工建て込み

エレクタ付き吹付機

エレクタ付き吹付機



インバート工 防水工

覆工 完成

掘削（削孔・装薬・発破）

一次吹付コンクリート

二次吹付コンクリート

ロックボルト工

インバート工・防水工・覆工

トンネル掘削作業

ズリ運搬
（タイヤ式・ベルトコンベア式・

レール式）

１．トンネル工事

鋼製支保工建て込み



■トンネル工事のICT
鋼製支保工切羽無人化建て込み

ナビゲーション操作盤

支保工位置
測定用プリズムブームセンサ内臓

微調整機能付きエレクター

クイックジョイント継手

自動追尾測量機

エレクターにて支保工を把持しながら
コンクリートを吹付けて支保工を固定

切羽直下に作業員が立ち入ることなく、
オペレータ1名で鋼製支保工の建込が可能︕︕

マシン姿勢測定用プリズム

１．トンネル工事

鋼製支保工建込み作業の大幅な省人化と、施工サイクル短縮による生産性向上や高精度建
込による品質向上を実現するとともに、切羽肌落ち災害に対する安全性が格段に向上



１．トンネル工事
■トンネル工事のICT
覆工コンクリート充填圧管理 覆工マルチ工法

■ 覆工マルチ工法は、高品質トンネル覆工天端
締固めシステムほか８つの開発技術を用いることにより、
コンクリートの締固め不足に起因する品質の低下
（空洞・ひび割れ・出来映え不良等）を防ぎ、
覆工コンクリートの耐久性の向上（長寿命化）を
図るものです。
また、本工法はコンクリートの締固め作業をシステム化
・自動化、カメラ・モニターによる省力化・省人化により、
従来比約２割の労務費削減を実現。



１．トンネル工事
■トンネル工事のICT
トンネル施工自動化（開発中）



掘削

シールドジャッキ前進

シールド掘削作業

掘削土搬出

２．シールド工事

セグメント組立



シールド工事全体図

２．シールド工事

シールドマシン

台車
セグメント運搬ベルトコンベア

防音ハウス 騒音対策
ベルトコンベア

資材リフト

垂直
ベルトコンベア

セグメントス
トックヤード



２．シールド工事

■トンネル工事の生産性向上技術（MAIOSSⅡ)



前田建設の人材育成





前田建設の人材育成



１．新入社員育成プログラム – 技術を磨き、絆を深める –

□入社後10ヶ月は研修期間とし、様々な経験のもと、じっくり育成
□専属の指導担当者＝「教育長」が新入社員を１年間をフォロー

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

25
年
度

１年間専属で、新入社員の技
術面から精神面までをフォロー

教育長
技術力があり、

人材育成の意識の高い職員から選抜

２年目以降も
声掛けするよ︕

本配属
OJT

導入
研修

「知識習得」
ｽﾃｰｼﾞ

「現場体験」
ｽﾃｰｼﾞ

「見守り」
期間

現場 第1ターム
（現場︓2.0ヶ月）

中型
免許
取得

中間
研修

現場 第2ターム
（現場︓3.5ヶ月）

設計本配属前
研修 フォロー

研修

同期の絆を深めながら、実践を通して知識を身に付け、経験を積む

2w

職種別
集合
研修

2w 2w 3w

教育長による現場巡回、リモート面談

2w 10d

入
社
式



スペシャリスト
（I型人材）

プロデューサー
（H型人材）

マネジメント
（コア人材）

ゼネラリスト
（T型人材）

２．ジョブローテーション – 様々な業務を経験し、適性に合ったフィールドで活躍 –

新入社員 4年次
新入社研修

基礎的能力を身に着ける期間
（業務内容・働く場所を変えて）

本配属

新しい領域

現場１ 現場２ 現場

現場１ 現場２ 現場3 現場4
施工支援

現場
支店営業

ライフイベント

現場１ 現場２ 現場3 現場4
現場 現場

設計／技術

施工・設計/技術で活躍したい Aさん

支店営業

➡現場と設計で技術力をつけて、新しい事業にチャレンジ

➡育児の間も様々な部門で技術力をつけて、自分に合った部門へ

➡現場で知識・技術を学び現場のスペシャリストに
➡設計部で設計的思考を養って現場所長に
➡現場で培った思考・技術を生かした設計技術者に

設計
現場3 現場4 現場5

支店異動（ﾛｰﾃｰｼｮﾝ）

支店異動（ﾛｰﾃｰｼｮﾝ）

設計／技術
現場 設計／技術

現場

ワークライフバランスを重視したい Bさん

施工・設計以外で活躍したい Cさん

設計

設計

支店異動（ﾛｰﾃｰｼｮﾝ）

適性を見つける期間



３．見守りについて – 人材育成会議/メンタルフォロー –

支店 本店
（人材開発G）

定量的
データ

（アンケート）

トレーニーに関する情報を本支店と人材開発
アドバイザーが共有。

トレーナーに対して指導・育成に関するアドバ
イス等を行います。

アンケートにてモチベーションなどの経時変化
も確認しています。

人材開発
アドバイザー

A職員の同期
元上司・同僚

A職員

土木部長

人材のボトムアップ
育成過程のフィードバック

人材開発アドバイザー

モチベーションが落ちている職員に対して、周囲が協力
しフォローする

人材開発G長

全体的な
レベルアップ

トレーナー
（6年目～）

新入社員

トレーニー
（2年目～5年目）

個人の特性などを把握
2年目以降の人材育成方針の伝達

人材データ

教育長

人材データを共有し、「みんなで見守る」全力バックアップ体制

業務習熟度、意欲が高い職員は、上位職の
業務へどんどんチャレンジできます。

STEP

STEP2

STEP1

3

メンタルフォロー チャレンジ支援

人材育成会議

参加

指導・フィードバック



４．豊富な研修・教育 – 土木の専門知識～ビジネススキル・教養 –

年次

基
礎
的
能
力
＋
実
務
に
結
び
つ
け
る
・
体
系
的
な
知
識

各種制度がない

新入社員 3年次 5年次 10年次

3年次
研修

5年次
研修

10年次
研修

中堅
所長

専門能力

対応力マネジメント

考える力

発信力

人材育成
の能力

専門能力

対応力マネジメント

考える力

発信力

人材育成
の能力

専門能力

対応力マネジメント

考える力

発信力

人材育成
の能力

各種研修・教
育がある

研修・教育による効果

i. 土木の知識・技術を磨く
 年次研修︓３，５，１０年次
 各支店での世代別研修
 現場を活用した技術研修
 土木WEB講座（70以上のコンテンツ）

ii. 様々な領域の知識を習得
 WEB動画学習サービスの提（Schoo）
 土木富士見ちゃんねる（YouTube）

ⅲ）多様な働き方
 働きやすい職場づくり検討会（現場で開催）
 ライフイベントを考慮したショートタームローテーション

【基礎的能力＋実務に結びつける・体系的な知識】の極大化



前田建設のコア事業で身につくスキル



１．作業所の業務（関連概略図）

利害関係者・業務の範囲が広いため、豊富な知識と技術が必要
商社・資材屋さん

発注/指示

発注者
協議/納品

自然災害

支援

予見・対応

トラブル対応

発注/指導

納品/請求納品

発注
調整/協力

苦情

苦情

調整/協力

本社・支店
報告・連絡・相談

作業現場

トラブル

作業所

地元住民
説明・関係構築

協力会社
（作業員さん）

隣接工区
（他社）

同僚上司



２．現場で磨くマネジメントスキル



前田建設の特徴、強み



１．前田建設の業務は個人の裁量が大きい（イメージ） 21

個人の裁量が大きい
⇒判断力・決断力が育てられる/意思決定が速い
⇒人間的な成長

自然災害

作業現場

本社・支店

地元住民

発注
者

隣接工区(他社)
商社・資材屋さん

協力会社

自分

上司

同業他社

関係各社と距離が近い
⇒信頼関係を築きやすい（協力会社から好かれる所以）
⇒いい仕事をして顧客の信頼を得る

前田建設の強み・特徴

自主性を尊重する環境
（自由度が高い,Noと言わない）

自然災害

作業現場

本社・支店

上司

地元住民

発注者

隣接工区(他社)

商社・資材屋さん

協力会社

自分



２．前田建設の強み

若手職員の業務範囲

10

三現主義（現場・現物・現実）を重
視し、施工の細かいところまでを把握 顧客からの信頼が厚い

現場の最前線で、地元住民の方としっかり
コミュニケーションを図り、事業を推進

しているからこその貢献実感

三現主義
誠実
意欲
技術

地域への
貢献実感

中堅職員の業務範囲

広がっていく業務範囲



前田建設の新たな取組み



時代に対応した取組 2424

最適配置推進会議（マッチング会議）について

職場環境改善に向けた全社取組
（子育て支援など）

労働時間短縮に向けた全社取組

会社の方向性を全職員で共有



 最適配置推進会議について 管外単身赴任の解消、申告キャリア実現等に向けた仕組み図

支店土木部長
（営業部長）

①管外単身赴任者で異動を
希望している者

土木事業本部
（両統括＋主幹部長）

③環境を変えた方が、活躍
が期待できる者

最適配置推進会議

※公平性の観点より、現在の業
務への取組姿勢等を考慮する

目的）管外単身赴任の解消、申
告キャリア実現等に向けた支店
間異動の推進

②子育て世代、介護世代な
ど特別な配慮が必要な者

④その他特別（前向き）な
事由がある者

E支店
土木部長

（営業部長）

要望書
（オファー）

マッチング
（1対1だけでなく、複数支店間異
動を含む、近くのエリア可）

B支店
土木部長

（営業部長）

要望書
（オファー）

要望書
（オファー）

会議のイメージ

A支店
土木部長

（営業部長）

所属︓B支店
希望︓C支店条
件︓単身赴任

子育て世代

MATCH

所属︓C支店
希望︓A支店条
件︓単身赴任

子育て世代

ケース01
（管外単身赴任の解消）

所属︓A支店
希望︓B支店
条件︓単身赴任

子育て世代

所属︓B支店

条件︓単身赴任
（A支店に自宅）

ケース02
（申告キャリアの実現）

MATCH

所属︓A支店
希望︓橋梁希望
条件︓独身（B支店
管内出身）

※B支店管内で橋梁を新規受注
※A支店のトンネル現場の組織を
補強したい

実現のためのポイント

①キャリアビジョン、人材の特徴
や適性、価値観等の共有が必要
⇒職員との対話を通じた要望・希
望の把握、人材育成を通じた適性
の把握

②支店での囲い込みを無くす
⇒全体最適、個の要望やキャリア
実現を意識

③異動先として希望される支店と
希望︓トンネル希望なる

⇒リクルート活動の推進

④選ばれる人材となる
⇒キャリア実現に向けて、向上心
を持って自己研鑽する人材となる



利用者の声

託児所や宿泊ルームではクッションフロアのおかげで動き回れたり、

冷蔵庫や電子レンジ完備のもと離乳食を上げることができ、

不自由なく過ごすことができました。

研修前は正直不安でしたが、携わって下さったみなさまのおかげで

安心して講義を受けることができました。

社内研修時に設置し、安心して研修に参加してもらう

■職場環境改善 子育て支援

研修対応の託児所 託児所の設置︓ベビーシッターさんの他、研修所内に臨時託児
所を設置し、昼寝用のふとんや玩具も用意。安心してお子様を
預けられます。
宿泊設備の充実︓親子で宿泊できるよう、ベビーバス、ベビー

子育て中でも安心して研修に参加できる環境づくりを開始！ ベッド、クッションフロアなどを完備。
食事・衛生対応︓離乳食に対応するため、電子レンジと冷蔵庫
を設置。赤ちゃんの健康に配慮し、近くの小児科情報も提供。
柔軟な対応︓個別の要望に応じた準備も可能。育児の状況に合
わせて、安心して研修に参加できます。
事務手続きのサポート︓育児休業中の場合は、勤務表や給与支
払い、給付金の減額など、事務的な手続きは人事部と連携して
対応しています。



■労働時間削減に向けた全社取組 その30分を削り出せ

取り組み項目 従来 現在

安全朝礼 • 毎日全員参加 • 当番制
• 当番以外の早出残業時間を削減

昼礼 • 全員参加 • 廃止

夕礼時のルール • 現場作業終了⇒全員が作業所に揃う
⇒夕礼開始（残業時間）

• 基本廃止
• 実施する場合は業務時間内に行う

所内打ち合わせ
• 本当にその会議必要︖
• ダラダラ決まらない
• その人参加する必要ありますか

• 会議前の目的と議題の明確化
• 制限時間設定
• 議題の事前共有
• 参加人数の絞り込み
• 最大60分打ち切り

社内書類の簡素化 • 様々なシステムに同じような情報を入力 • 不要な項目を削除

公務センター ベ
トナム統括部
BPO活用

• 作業所職員で業務を完結
• 書類が多い

• 業務を仕分け、BPO
• 共通業務の支援⇒減った分上位職の業務に挑
戦できる

• 雑務から、写真整理、帳票の作成、最新図面
の整理



■労働時間削減に向けた全社取組 工務センターの設置

①各支店に工務センターを設置 ②ベトナム工務センターを設置
⇒全社一体となり、労働時間削減に向けて取り組む

ベトナム工務センター
自分ができるようになった業務
（定常的な業務、現場共通業務）を依頼

さらに上の仕事へ挑戦
⇒自己のレベルアップ︕

各支店工務センター



会社の方針を全職員で共有
全国各地に配属されている職員と会社、事業本部の方針を共有するために実施

Maeda オープンディスカッション
経営陣ー各事業本部の事業方針に関するディスカッションを全役職員が視聴できる

本部長キャラバン
土木事業本部長が、全国各支店に出向き、事業本部の方針を説明
⇒事業本部全体で方向性を統一して、一体感を持って仕事に取り組む

■会社の方針を全職員で共有 Maeda オープンディスカッション/本部長キャラバン

社長

事業本部幹部

本部長
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